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今
国
会
、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法（
テ
ロ
等
準
備
罪
）の
成
立
は
、
安
倍

内
閣
に
と
っ
て
最
大
の
案
件
で
あ
っ
た
。
世
界
各
国
で
起
き
て
い
る
テ

ロ
事
件
を
考
え
る
と
、
日
本
国
内
の
安
全
安
心
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
パ
ラ
を
成
功
に
導
く
大
き
な
カ
ギ

で
も
あ
る
。
3
月
初
旬
か
ら
開
か
れ
た
参
議
院
予
算
委
員
会
で
、
テ
ロ

等
準
備
罪
に
対
す
る
質
問
が
野
党
議
員
か
ら
多
く
出
さ
れ
た
。
こ
の
法

案
を
付
託
さ
れ
た
衆
議
院
法
務
委
員
会
で
は
約
36
時
間
、
参
議
院
で
は

23
時
間
の
審
議
時
間
で
あ
っ
た
。
野
党
は
審
議
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い

と
声
高
に
主
張
す
る
が
、
最
初
か
ら
反
対
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
い
っ
て

も
意
見
が
か
み
合
わ
ず
、
平
行
線
を
た
ど
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
参
議
院
法
務
委
員
会
で
は
、
法
案
の
採
決
を
せ
ず
、
委
員
長
の

中
間
報
告
と
い
う
手
法
を
用
い
て
、
本
会
議
に
提
出
、
6
月
15
日
早

朝
、
法
案
を
可
決
成
立
さ
せ
た
。
今
回
の
法
案
の
取
り
扱
い
は
、
異
例

な
形
で
あ
っ
た
が
、
絶
対
反
対
の
野
党
の
姿
勢
を
前
に
、
一
面
や
む
を

得
な
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

明け方まで続いたテロ等準備罪の採決（参議院本会議場）

怒
号
渦
巻
く
深
夜
国
会

テロ等準備罪ようやく成立
国民の安全安心に不可欠

テロ等準備罪ようやく成立
国民の安全安心に不可欠

恒 心

★
天
皇
陛
下
の
退
位
を
認
め
る
特
例
法
が
、

6
月
9
日
、
参
議
院
本
会
議
で
、
可
決
、
成

立
し
た
。
退
位
後
の
天
皇
の
呼
称
は
上
皇
、

皇
后
さ
ま
は
上
皇
后
と
な
る
。
退
位
後
、
お

二
人
に
京
都
に
移
っ
て
い
た
だ
き
、
双
京
構

想
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
運
動
が
出
て
き
た
。
し
か
し
、

こ
れ
を
政
治
的
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
★
今
上
天
皇

の
退
位
の
話
が
出
る
前
か
ら
、
京
都
府
会
、
京
都
市
会

で
、
議
員
か
ら
、
知
事
、
市
長
に
双
京
構
想
に
関
す
る
質

問
が
あ
り
、
知
事
、
市
長
か
ら
は
天
皇
陛
下
に
京
都
に
お

帰
り
頂
き
た
い
と
い
う
答
弁
が
返
っ
て
き
て
い
た
が
、
ど

こ
ま
で
実
現
可
能
か
を
考
え
ず
に
、
あ
く
ま
で
も
願
望
を

込
め
た
答
弁
に
留
ま
っ
て
い
た
感
じ
が
す
る
。
★
さ
て
、

今
回
の
退
位
を
め
ぐ
る
様
々
な
動
き
を
見
て
い
る
と
、

か
っ
て
の
都
で
あ
る
京
都
と
い
え
ど
も
、
双
京
構
想
な
ど

軽
々
に
発
言
で
き
な
い
。
上
皇
ご
夫
妻
の
お
住
ま
い
は
皇

太
子
ご
夫
妻
が
お
住
ま
い
の
東
宮
御
所
に
御
移
り
に
な
る

よ
う
で
あ
る
が
、
あ
れ
だ
け
の
広
大
な
土
地
が
御
所
を
含

め
京
都
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
★
し
か
も
お
世
話
を
す
る
職

員
も
相
当
な
数
に
な
る
。
文
化
庁
の
移
転
だ
け
で
も
大
変

な
作
業
で
あ
る
。
諸
々
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
事
は
簡
単

で
は
な
い
。
知
事
、
市
長
が
退
位
後
の
上
皇
ご
夫
妻
の
こ

と
に
言
及
し
な
い
の
も
、
そ
の
辺
の
事
情
を
よ
く
知
っ
て

い
る
か
ら
だ
。
★
京
都
が
強
く
要
望
し
、
正
当
性
が
あ
る

の
は
、
歴
史
と
伝
統
に
則
っ
た
即
位
式
を
ぜ
ひ
京
都
で

行
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
実
現
は
相
当
難

し
い
。
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
西
日
本
の
叙
勲
対
象
者
を

中
心
に
、
春
、
秋
に
茶
話
会
を
開
い
て
も
ら
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
平
安
建
都
１
２
０
０
年
記
念
に
京
都
御
所
で
近
畿

地
方
の
方
々
を
招
待
さ
れ
て
茶
話
会
が
開
か
れ
た
。
と
に

か
く
、
実
現
可
能
な
提
言
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
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地
方
議
員
選
挙
ビ
ラ
配
布
が
解
禁

公
職
選
挙
法
の
改
正
が
成
立

予
算
委
員
会
の
質
問
要
旨
⑷

参
議
院
予
算
委
員
会
で
の
二
ノ
湯
参
議
院
議

員
の
質
門
要
旨
を
「
え
と
す
」
3
、
4
、
5
月

号
に
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
6
月
号
で
最
終

と
な
り
ま
す
。
今
後
も
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
質

問
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
与
党
は

議
員
数
が
多
い
の
で
、
花
形
の
予
算
委
員
会
で

は
な
か
な
か
順
番
が
回
っ
て
ま
い
り
ま
せ
ん
。

○
二
之
湯
智
君

★
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員
制
度
改
革

地
方
公
共
団
体
は
教
育
や
子
育
て
な
ど
の
人

的
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
お
り
、
近
年
そ
の
業
務

内
容
も
非
常
に
多
様
化
し
、
そ
し
て
増
大
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
複
雑
化
す
る
行
政
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
地
方
公
務
員
の
臨

時
・
非
常
勤
職
員
の
数
は
非
常
に
増
え
て
お
り

ま
す
。
そ
の
数
は
、
平
成
28
年
、
全
国
で
約

64
万
人
、
平
成
17
年
と
比
較
し
て
約
10
万
人
も

増
え
て
い
ま
す
。
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
臨

時
・
非
常
勤
職
員
が
増
え
て
い
る
背
景
、
理

由
、
そ
し
て
総
務
省
は
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の

状
況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る

の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

○
国
務
大
臣（
高
市
早
苗
君
）

地
方
公
共
団
体
の
側
か
ら
見
ま
す
と
、
早
朝

保
育
と
か
延
長
保
育
な
ど
多
様
化
す
る
行
政

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
、
働
く
側
か
ら
も
多

様
な
働
き
方
を
求
め
ら
れ
、
任
期
の
定
め
の
な

い
常
勤
職
員
の
ほ
か
に
、
事
務
の
種
類
や
性
質

に
応
じ
て
臨
時
・
非
常
勤
職
員
な
ど
多
様
な
任

用
・
勤
務
形
態
が
活
用
さ
れ
て
き
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
行
政
の
ど
の
業
務
に
ど
の
よ
う
な

任
用
・
勤
務
形
態
の
職
員
を
充
て
る
の
か
は
、

こ
れ
は
基
本
的
に
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

御
判
断
い
た
だ
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
総
務

省
と
し
て
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
方
々
に
つ

き
ま
し
て
は
、
様
々
な
分
野
で
御
活
躍
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
現
状
に
お
い
て
行

政
の
重
要
な
担
い
手
と
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
い
う
認
識
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
二
之
湯
智
君

★
テ
ロ
等
準
備
罪
の
必
要
性

次
に
テ
ロ
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
せ
ん
だ
っ
て
マ
レ
ー
シ
ア
の

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
起
き
た
金
正
男
氏
の
白

昼
の
テ
ロ
・
殺
害
は
、
多
く
の
世
界
の
国
民
に

衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
日
本
も
対
岸
の
火
事
視

し
て
は
い
け
な
い
、
日
本
も
い
つ
起
こ
る
か
も

分
か
ら
な
い
、
テ
ロ
対
策
は
、
我
が
国
も
急
い

で
法
律
を
制
定
さ
せ
、
世
界
各
国
と
の
強
力
な

情
報
交
換
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

テ
ロ
組
織
等
に
つ
い
て
の
国
際
間
の
情
報
共
有

や
、
我
が
国
に
逃
げ
て
き
た
テ
ロ
組
織
犯
な
ど

の
引
渡
し
の
必
要
性
の
た
め
に
、
我
が
国
も
早

急
に
国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
を
締
結
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
法
務
大
臣
と
外
務

大
臣
に
お
伺
い
た
し
ま
す
。

○
国
務
大
臣（
金
田
勝
年
君
）

近
年
、
世
界
各
地
で
大
規
模
な
テ
ロ
が
続
発

す
る
一
方
、
我
が
国
に
お
き
ま
し
て
も
、
暴
力

団
に
よ
る
組
織
的
な
殺
傷
事
犯
、
違
法
薬
物
事

犯
と
い
っ
た
よ
う
な
各
種
の
組
織
犯
罪
が
多
発

し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
し
、
安
全
、
安
心

な
市
民
生
活
を
脅
か
す
状
況
に
あ
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
只
今
の
御
指
摘
に
も
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
、
世
界
187
の
国
と
地
域
が
既
に
締
結
を
し

て
お
り
ま
し
て
、
テ
ロ
組
織
に
よ
る
犯
罪
を
含

む
国
内
外
の
組
織
犯
罪
と
闘
う
た
め
の
協
力
を

促
進
す
る
た
め
に
は
、
国
際
組
織
犯
罪
防
止
条

約（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
条
約
）、
を
締
結
す
る
こ
と
は
急
務

で
あ
る
と
、
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

○
国
務
大
臣（
岸
田
文
雄
君
）

御
指
摘
の
Ｔ
Ｏ
Ｃ
条
約
で
す
が
、
一
層
効
果

的
に
テ
ロ
を
含
む
国
際
的
な
組
織
犯
罪
を
防
止

し
、
こ
れ
と
闘
う
た
め
の
協
力
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
条
約
で
す
が
、
御
指
摘
の
よ

う
に
、
既
に
187
の
国
・
地
域
が
こ
の
条
約
を
締

結
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
国
連
加
盟

国
の
中
で
ま
だ
こ
の
条
約
を
締
結
し
て
い
な
い

国
、
例
え
ば
南
ス
ー
ダ
ン
で
す
と
か
ソ
マ
リ
ア
、

そ
し
て
我
が
国
を
含
め
て
も
11
か
国
の
み
と
今

現
状
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
連
総
会
の
決
議
に

お
い
て
も
、
国
連
安
保
理
決
議
に
お
い
て
も
、

あ
る
い
は
Ｇ
7
、
Ｇ
8
の
共
同
声
明
に
お
い
て

も
、
関
係
国
に
対
し
て
繰
り
返
し
、
本
条
約
を

締
結
す
る
こ
と
、こ
れ
が
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
法
務
大
臣
か
ら
あ
り
ま
し
た
よ
う

に
、
現
状
に
お
い
て
は
、
こ
の
条
約
の
義
務
を

我
が
国
に
お
い
て
は
履
行
で
き
て
い
な
い
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
そ
の
た
め
、

是
非
我
が
国
と
し
て
本
条
約
の
締
結
に
必
要
な

国
内
法
の
整
備
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
こ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。
是
非
、
締
結

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
ロ
を
含
む
国
際
的
な

組
織
犯
罪
防
止
の
た
め
の
国
際
協
力
を
我
が
国

と
し
て
も
促
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

有
権
者
が
候
補
者
の
政
策
等
を
知
る
機
会
を

拡
充
す
る
た
め
に
、
平
成
19
年
地
方
自
治
体
の

首
長
選
挙
で
は
、
法
定
ビ
ラ
の
配
布
が
可
能
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
2
元
代
表
制
の
一
翼
を

担
う
都
道
府
県
議
長
会
、
市
議
会
議
長
会
か
ら

も
、
地
方
議
会
選
挙
で
も
、
ビ
ラ
の
配
布
が
出

来
る
よ
う
に
公
職
選
挙
法
の
改
正
を
求
め
る
意

見
書
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
上
、
昨
年
の
参
議

院
選
挙
よ
り
、
投
票
権
が
18
才
以
上
に
な
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
投
票
率
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
有
権
者
が
候
補
者
の
政
策
を
知
る
手
段
を

充
実
さ
せ
る
必
要
が
高
ま
っ
て
き
た
。
6
月
14

日
の
参
議
院
本
会
議
で
、
地
方
議
会
議
員
選
挙

で
ビ
ラ
配
布
を
可
能
と
す
る
公
職
選
挙
法
の
改

正
法
案
が
可
決
成
立
し
た
。
今
回
の
法
律
の
改

正
で
、
都
道
府
県
の
議
員
は
1
万
6
千
枚
、
政

令
市
の
議
員
は
8
千
枚
、
東
京
特
別
区
議
会
議

員
、
市
議
会
議
員
は
4
千
枚
が
配
布
可
能
で
、

2
種
類
ま
で
作
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の

法
律
の
施
行
は
平
成
31
年
3
月
1
日
か
ら
適
用

さ
れ
、
次
の
統
一
地
方
選
挙
か
ら
配
布
可
能
と

な
る
。
ビ
ラ
の
作
成
費
用
は
公
費
で
負
担
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
が
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
各
自
治
体
で
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
公
費
で
ビ
ラ
が
配
布
で
き
る

こ
と
に
な
り
、
経
済
的
に
不
利
な
新
人
に
は
朗

報
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
会
に
若
い
、
優
秀
な
議

員
が
ど
し
ど
し
と
地
方
議
会
に
進
出
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
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参
議
院
憲
法
審
査
会
開
け
ず

テ
ロ
等
準
備
罪
の
あ
お
り
を
受
け

4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

本
会
議
、
記
名
投
票
の
繰
り
返
し

テ
ロ
等
準
備
罪
、
15
日
早
朝
に
成
立

党
員
募
集
に
ご
協
力
下
さ
い

6月15日、参議院本会議場で国際組織犯罪
防止条約の意義について答弁する岸田外務大臣憲法改正に言及する安倍首相

14
日
の
10
時
過
ぎ
に
開
か
れ
た
本
会
議
は
、

途
中
2
回
の
休
憩
を
挟
ん
で
延
々
と
続
い
た
。

組
織
的
犯
罪
処
罰
法（
テ
ロ
等
準
備
罪
）の
成
立

は
阻
止
で
き
な
い
が
、
野
党
は
で
き
る
だ
け
遅

ら
せ
よ
う
と
あ
の
手
こ
の
手
の
戦
術
を
駆
使
し

て
き
た
。
山
本
幸
三
地
方
創
生
担
当
大
臣
問
責

決
議
案
、
金
田
勝
年
法
務
大
臣
問
責
決
議
案
、

山
本
順
三
議
院
運
営
委
員
長
解
任
決
議
案
を

は
じ
め
、
反
対
討
論
、
記
名
投
票
に
よ
る
採
決

の
繰
り
返
し
の
連
続
で
あ
っ
た
。
通
常
、
参
議

院
で
の
採
決
は
、
自
席
に
備
え
付
け
ら
れ
た
賛

成
、
反
対
の
ボ
タ
ン
を
押
す
方
法
で
あ
る
が
、

13
回
の
記
名
投
票
が
行
わ
れ
た
た
め
に
、
14
、

15
日
の
本
会
議
は
、
約
9
時
間
を
費
や
し
た
。

組
織
的
犯
罪
処
罰
法（
テ
ロ
等
準
備
罪
）の
採
決

に
入
っ
た
の
は
、
15
日
早
朝
の
7
時
前
で
、
可

決
成
立
し
た
の
は
7
時
46
分
で
あ
っ
た
。
こ
こ

で
も
野
党
一
部
議
員
の
ダ
ラ
ダ
ラ
戦
術
が
行
わ

れ
た
。
記
名
投
票
で
あ
る
の
で
、
次
々
と
議
員

名
が
呼
ば
れ
て
、
議
員
は
自
分
の
名
前
が
書
か

れ
た
青
札
、
白
札
を
持
っ
て
、
檀
上
の
投
票
箱

に
行
く
。
野
党
議
員
も
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に

投
票
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
福
島
瑞
穂（
社

民
党
）、
森
裕
子（
自
由
党
）、
又
市
征
治（
社
民

党
）の
3
人
が
、
全
議
員
が
投
票
を
終
え
て
も
、

牛
歩
戦
術
を
し
て
、
投
票
を
し
な
か
っ
た
。
議

長
は
3
人
に
対
し
て
、
2
分
以
内
に
投
票
す
る

よ
う
促
し
た
が
、
そ
れ
で
も
投
票
せ
ず
、
制
限

時
間
が
切
れ
た
直
後
に
、
3
人
は
反
対
票
を
投

衛
隊
と
な
っ
た
が
、
憲
法
は
1
度
も
改
正
さ
れ

ず
、
い
ま
だ
に
自
衛
隊
は
憲
法
に
明
確
に
位
置

づ
け
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
独
立
国
家
と

し
て
、
自
衛
力
は
、
当
然
の
権
利
で
あ
り
、
自

衛
隊
を
憲
法
上
、
明
確
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

今
日
、
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
極

め
て
厳
し
い
。
北
朝
鮮
の
相
次
ぐ
ミ
サ
イ
ル
実

験
、
中
国
の
軍
事
的
拡
張
政
策
、
日
本
は
安
閑

と
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。
安
倍
首
相
が
2020

年
の
憲
法
改
正
を
目
指
し
、
憲
法
9
条
に
自
衛

隊
の
存
在
を
明
記
す
る
と
言
及
し
た
こ
と
は
、

一
国
の
指
導
者
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ

る
。
戦
後
一
貫
し
て
、
憲
法
改
正
論
議
を
避
け

て
き
た
、
歴
代
内
閣
に
こ
そ
、
責
任
が
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
憲
法
改
正
の
国
民
投
票

法
案
も
、
平
成
19
年
5
月
に
成
立
し
た
。
憲
法

新
憲
法
の
施
行
以
来
、
今
年
で
70
周
年
を
迎

え
た
。
占
領
下
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ（
占
領
軍
総
司
令

部
）マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
素
案
に
基
づ
き
策

定
さ
れ
た
憲
法
は
、
日
本
の
歴
史
、
伝
統
、
文

化
が
必
ず
し
も
反
映
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
心
あ
る
政
治
家
、
有
識
者

達
は
、
自
主
憲
法
の
制
定
、
防
衛
力
を
持
て

る
こ
と
を
憲
法
の
条
文
に
明
記
す
る
べ
き
だ
と

主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
の
吉
田
内
閣

は
、
自
主
憲
法
の
制
定
も
、
軍
隊
の
創
設
に
も

関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
25
年

に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
を
契
機
に
、
警
察
予
備

隊
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
保
安
隊
か
ら
自

票
箱
に
置
い
た
。
3
人
は
、
投
票
は
有
効
と
主

張
し
た
が
、
議
長
は
こ
れ
を
認
め
ず
、
3
人
の

票
は
無
効
と
な
っ
た
。
反
対
意
思
を
こ
の
よ
う

な
形
で
し
か
表
せ
な
い
と
は
情
け
な
い
。
誠
に

馬
鹿
馬
鹿
し
い
投
票
光
景
で
あ
っ
た
。

自
民
党
で
は
党
組
織
強
化
の
た
め
、
国
会
議

員
1
名
に
つ
き
1,000
名
を
ノ
ル
マ
と
し
て
お
り
ま

す
。
自
民
党
京
都
府
連
会
長
と
し
て
先
頭
に

立
っ
て
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
民
党
の
政
治
理
念
に
ご
賛
同
を
賜
り
、
是

非
と
も
ご
入
党
い
た
だ
き
ま
す
様
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

改
正
も
政
治
日
程
に
入
っ
て
き
て
い
る
。
参
議

院
憲
法
審
査
会
で
は
6
月
14
日
に
「
2
院
制
」

の
テ
ー
マ
で
開
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、
テ
ロ
等

準
備
罪
の
採
決
の
あ
お
り
を
受
け
、
流
れ
て
し

ま
っ
た
。

党費について
一般党員：年額 4 , 0 0 0円
家族党員：年額 2 , 0 0 0円

※家族党員として入党するには、同一世帯に一般党員1名が必要です。

入党資格について
　　1．わが党の綱領、主義、政策等に賛同される方。
　　2．満18才以上で日本国籍を有する方。
　　3．他の政党の党籍を持たない方。
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新しい自民党京都府連役員が決まる一
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
が
率
い

る
新
党
「
共
和
国
前
進
」
が
圧
勝
し
た
。
大
統

領
選
で
激
し
く
戦
っ
た
極
右
政
党
は
8
議
席
し

か
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
民
意
と
い
う
の
は
、

移
り
や
す
く
、
変
わ
り
や
す
い
。
そ
れ
だ
け
に
、

選
挙
を
実
施
す
る
時
期
は
難
し
い
。

一
、
イ
ギ
リ
ス
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
コ
ン
サ
ー

ト
会
場
で
、
テ
ロ
が
起
こ
り
、
子
供
を
含
む
多

く
の
人
々
が
犠
牲
と
な
り
、
尊
い
命
を
失
く
し

た
。
ま
さ
か
と
思
う
地
域
で
も
、
テ
ロ
が
起
こ

る
可
能
性
が
あ
る
。
卑
劣
で
残
忍
な
テ
ロ
を
根

絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
タ
イ
ガ
ー
ウ
ッ
ズ
が
誤
っ
て
逮
捕
さ
れ
た

時
の
写
真
は
、
や
つ
れ
果
て
人
相
が
変
わ
り
、

ま
る
で
別
人
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
私
は
あ
ま

り
ゴ
ル
フ
を
や
ら
な
い
が
、
彼
の
フ
ァ
ン
だ
っ

た
。
か
っ
て
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
大
活
躍
の

姿
が
鮮
明
で
あ
る
だ
け
に
、残
念
で
な
ら
な
い
。

一
、
地
球
温
暖
化
防
止
は
、
世
界
に
と
っ
て
、

緊
急
、
か
つ
最
重
要
の
課
題
の
一
つ
。
2
年
前
、

よ
う
や
く
全
世
界
で
温
暖
化
に
取
り
組
む
た
め

の
「
パ
リ
協
定
」
が
締
結
さ
れ
た
。
そ
れ
を
米

国
に
不
利
益
の
協
定
だ
と
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
が
離
脱
を
宣
言
し
た
。
困
っ
た
も
の
だ
。

一
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
交
渉
を
、
有
利
に
進
め
る
に
は
、

国
内
で
の
政
治
基
盤
が
強
固
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
、
メ
イ
首
相
は
議
会
を
解
散
、
総
選
挙

に
打
っ
て
出
た
。
大
勝
と
思
わ
れ
た
が
、
議
席

を
減
ら
す
結
果
と
な
り
、
首
相
の
政
治
力
が
減

退
し
た
。選
挙
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
難
し
い
。

一
、
参
議
院
議
員
に
な
っ
て
、
国
会
が
会
期
通

り
に
終
わ
る
の
は
非
常
に
珍
し
く
、
今
年
の
夏

は
自
分
の
時
間
が
多
く
持
て
そ
う
で
あ
る
。
政

策
の
勉
強
を
し
、
充
電
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
さ
ら
に
、
秋
の
国
会
に
向
け
て
、
体
力

の
増
強
に
も
心
が
け
た
い
。

一
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
人
が
亡
く

な
っ
た
。
カ
ラ
オ
ケ
が
大
好
き
で
家
に
上
等
な

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
遺
族
が
二
ノ
湯

さ
ん
に
も
ら
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
我

が
家
に
引
っ
越
し
て
き
た
。
戦
前
、
戦
後
の
名

曲
を
聞
き
、
歌
を
唄
い
た
い
。

日時

場所 ホテルグランヴィア京都（JR 京都駅ビル内）

8月1日火 16：00▶21：00

お食事……3F宴会場　イベント……5F宴会場　　

16:00から20：30まで自由に入場できます。　ごあいさつ 18：30

まつり夏’17 ご案内
の

ご家族やお友達とご一緒に、懐かしい夏祭りの
雰囲気を満喫しにおいでください。

お問い合わせ：二ノ湯さとし京都事務所お問い合わせ：二ノ湯さとし京都事務所主催：夏祭り実行委員会主催：夏祭り実行委員会
お申し込み先：TEL 075-315-2228 FAX 075-315-2310お申し込み先：TEL 075-315-2228 FAX 075-315-2310

お一人様　5,000円 当日、ホテルではフリードリンクチケット（2,000円）
も販売されます。

二ノ湯会長、菅谷幹事長はじめ京都府連の新しい役員人事が決まりました。
自民党京都府支部連合会　役員一覧

【名誉会長・名誉顧問・常任顧問・顧問・相談役及び参与】

常 任 顧 問
谷垣禎一 伊吹文明 西田昌司 田中英之 木村弥生

佐藤正久 阿達雅志 足立敏之

顧 問 奥田幹生 野中広務 奥山茂彦 菱田嘉明 小泉顕雄

参 与 多賀久雄

【執行機関】
会 長 二之湯　智 副 会 長 安藤　裕

幹 事 長 菅谷寛志

副幹事長
1 区 2区 3区 4区 5区 6区

津田大三 荒巻隆三 磯野　勝 片山誠治 巽　昭 尾形　賢

総 務 会

正 副 常任総務

小林正明 前波健史
小巻實司 植田喜裕 村田正治� 田中英夫

井上与一郎 橋村芳和 寺田一博 繁本　護

政 調 会

正 副

渡辺邦子
荒巻隆三 二之湯真士 尾形　賢 井上重典 兎本和久

島本京司 森田　守 平山貴大

組 織

正 副

中川貴由
秋田公司 藤山裕紀子 中村正孝 本田太郎

山本恵一 下村あきら 道端弘之 田中祟則

広 報

正 副

田中明秀
巽　昭 能勢昌博 四方源太郎 園崎弘道 磯野　勝

椋田隆知 加藤昌洋

党 紀

正 副 委員（8人）

林田　洋
近藤永太郎 石田宗久 坪内正一 多賀久雄 加藤盛司

繁　隆夫 中村三之助 吉井　章 吉本政雄 瀧　紘一

財 務
正 会計監査（５人）

西村義直 片山誠治 池田正義 岸本裕一 富�きくお 津田大三

府議会長 巽　昭 府議会副会長 荒巻隆三

市議会長 井上与一郎 市議会副会長 山本恵一

青年局長 四方源太郎 女性局長 木村弥生 青年部長 平山貴大


